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〔 電気工 学専攻〕
三段 NAN D ゲ ー ト 回 路の論理設計法
大 津 一 人
本研究では ， 多変数 に 対応 し た 一 線 入 力 三段 NAND ゲー ト 回 路 の 計算機援用 設計法の一手法 と し
て ， M A 3 法 を 開 発 し た 。 4 変数関数 に お い て他の方法 と 比較 し ， 最小 回 路 の ゲー ト 数 と ほ と ん ど一
致す る 上， 高速に 求 ま る こ と を 示 し た 。 ま た ， 10変数関数 ま で実行 で き る こ と を 示 し た 。 さ ら に ，
M A 3 法 を よ り 多変数向 き に 改良 し た MA 3 -S 法 を 実行 さ せ て ， 40変数 関 数 に ま で適用 で き る 例 を
示 し た 。 ま た ， MA 3 -S 法の適用 で き る 真理値表濃度 の 限界 を 調べ た 。
室傍核 ニ ュ ー ロ ン 活動 に対 す る aFGF 及 び関連 ペ プチ ド の作用
塩 川 明 実
ラ ッ ト の脳薄切 片標本 を 用 い て ， 室傍核ニ ュ ー ロ ン か ら 細 胞外記録 を 行い 酸性線維芽細胞成長 因子
( aFGF) 及 び そ の 関連ペプチ ド の作用 に つ い て 検討 し た 。 aFGF を 投与す る と 室傍核ニ ュ ー ロ ン は 主
に 抑制 さ れ， 抑制 の程度 は 用 量依存性 であ っ た 。 ま た ， 関連ペプチ ド の N端フ ラ グ メ ン ト ( aFGFl- 15，
[Ala 1 6] aFGFl-29 ) は 抑制 さ れ た が， c 端 フ ラ グ メ ン ト ( aFGF114-140 ) に は 無効 で、あ っ た 。 す な わ
ち ， 室傍核ニ ュ ー ロ ン に 対す る aFGF の 活性部位は N 端側 に あ っ た 。
酵母の電界効果 と 電界融合
須 加 実
円 筒状酵母や 出 芽 し た球状酵母 に 交流電界を 印加す る と 配向現象が生 じ， 各々約 65MHz と 約 50MHz
の正か ら 負 の転換 周 波数 を も っ て い た 。 又 ， 複数個 の 球 状 酵 母 が互 い に 接近 す る と 約 20kHz と 約
90MHz の 周 波数領 域 で 回 転 が生 じ た 。 円 筒状酵母 で は 転換周 波数近傍 で特有の 運動現象が生 じ た 。
酵母の電界融合では， 外溶液に グル コ ー ス を 用 い て も 融合す る こ と がで き た 。 又， 酵母 の培養時 に 直
流 を 印加す る と ， 正負両極に お い て ， そ の 増殖が抑制 さ れ た 。
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懸垂碍子の高 耐電圧化 に 関 す る 基礎研究
武 田 栄 一
近年 の 高圧送電 線 の !懸垂碍子 は 長 大す ぎ る よ う に 思 わ れ， 抜本的 な 技術向上が望 ま れ る 。 こ の 目 的
の た め ， 我 々 は 碍 子 の 耐圧特性 因子 と し て 1 ) 電気 力 線 を 耐圧 の 高 い 材料 で分断す る ， 2 ) クA ロ ー
放電に よ る 導電域の 進展 を 制 限す る ， 3 ) 電気力 線 を 耐庄 の 高 い 領域へ導 く よ う 制御す る を 見 出 し ，
こ の 因 子 を 考慮 し た 模擬碍 子 の 閃 絡破壊実験 を 行 っ た 。 こ の 成果 と し て 電極開 30cm の供試碍子 を 用
い て 450kV 以上の 高耐圧 を 得 た 。 ま た ， 等価 回 路 に よ る 解析 も 行 っ た 。
可動有 限オ ー ト マ ト ン を 用 い た T4 バ ク テ リ オ フ ァ ー ジ の 自 己組織化
竹 田 勝
本研究 では ， 自 己 組 織 化 現 象 を T 4 パ ク テ リ オ フ ァ ー ジ の 豊 富 な 生 物 的 知 見 に 基 づ き ， MFA 
( Movable Finite Automata ) で モ デル化 し シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ た 。 モ デル化の た め に 4 つ の ルー
ル を 作成 し ， 生物的知 見 も 取 り 入 れ て 12種類 の MFA を 作成 し た 。 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結果 を 画面
で カ ラ ー表示 し た と こ ろ ， 始 め バ ラ バ ラ で あ っ た 12種類 の MFA が， 生物的知見 と 同様に 頭部， 尾部，
尾毛 と 独 立 に 自 己 組織化 し て い き ， 最後 に T 4 パ ク テ リ オ フ ァ ー ジ を 完成す る 過程が よ く 分か っ た 。
磁気抵抗率推定 の有限要 素 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
西 野 英 克
磁束密度 の 測定 デー タ か ら 任意形状磁性材の磁気抵抗率 を 決定す る た め， 重 み 付残差法 と 有 限要素
法 に 基づい た 反復推定法 を 提案 し た 。 測 定 は 磁性材近 傍 の 空気 中 で な さ れ る 。 等方性均質磁性材， 異
方性磁性材， 等方性 と 異方性 の 複合磁性 材 な ど を 対象 と し て 数値 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ た 結果， 反
復初期 の磁気抵抗率の値 に ほ と ん ど依存せ ず 滑 ら か な 収束解が得 ら れ， 提案手法の妥 当性が示 さ れた 。
そ れ と 共に ， 本法での推定誤差 は 観測 デー タ に 混入す る ノ イ ズの 大 き さ に 比例的で あ る こ と も 判 明 し ，
高透磁率磁性材 の 特性推定に は 限界があ る こ と も 明 ら か に な っ た 。 推定精度 向上の試み も 示 し た 。
CU つム
コ オ ロ ギ の求愛歌発音 に 関与 す る 神経細胞の 同 定
的 場 永 吉
コ オ ロ ギ の 前題 の 開筋 か ら 筋電図 を 記録 し な が ら ， 同 時に 前麹 を 支 配す る ニ ュ ー ロ ン の 存在す る 中
胸神経節 に ガ ラ ス 微小電極 を 刺 入 し ， ニ ュ ー ロ ン 活動 を 記録 し た 。 求愛歌 を 人為的 に 誘発す る 電気刺
激 を 縦連合神経束 に 加 え ， 刺 激や 筋電図 と ニ ュ ー ロ ン 活動 の 関係 を 調べ， そ の後記録ニ ュ ー ロ ン を 染
色 し て ， そ の 形態 を 観察 し た 。 電気生理学的及 び形態学的知 見か ら ， 現在推測 さ れ る 範囲 で， 中 胸神
経節 内 の求愛歌発音 に 関与す る 神経団路 を モ デル化 し た 。
明 る さ 知覚のハー ド ウ ェ ア モ デル と そ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
村 口 直 樹
明 る き 知覚 の 空 間 的錯視現象 を 説明 す る モ デル と し て ， 従来の側抑制 モ デル に 特徴抽 出部及 び充填
部 を 付加 し た ハ ー ド ウ ェ ア モ デル を 構成 し た 。 本 モ デル を 用 い て ， マ ツ ノ 、 ノ く ン ド や 同 時対比 な ど の 錯
視現象 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た と こ ろ ， こ れ ら の 錯視現象 を 統一 的 に 説明 で き る こ と が判 明 し た 。 さ
ら に ， 本モ デルに視細胞 の 時間特性 を 考慮 し ， 明 る さ 知覚の時間 的心理物理現象 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
を 行 っ た 結果， ブ ロ ー カ ズル ッ ツ ア 現象 な ど に つ い て も 説明 で き る こ と が明 ら か に な っ た 。
〔工業化学専攻〕
機能性修飾電極 に 関 す る 研究
市 川 良 雄
Dip 法お よ び LB 法 に よ る 修飾 電極 を 用 い て メ チ オ ニ ン の選択的 反 応 の 可能性 を 検討 し た 。 メ チ オ
ニ ン の 酸化 は グラ ッ シ ー カ ー ボ ン では 発生期 の酸素に よ る 酸化経路 と 電気化学的経路 を 通 り ， 白 金 と
金 で は 発生期 の 酸素 に よ る 酸化経路 を 通 る 。 Dip 法で試験 し た い ず れの修飾電極 も 選択的 反応場 を 与
え る こ と が で き な か っ た が， LB 法に よ る N ー ス テ ア ロ イ ルー L パ リ ン 修飾 電極 を 用 い た場合 L 体の鏡
像体過剰率6 . 4% が得 ら れ た 。
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シ ク ロ ブテ ノ [d] ト ロ ポ ン 及 びそ の誘導体の合成 と 性質
伊 藤 彰 信
1 ， 2- ビ ス ( ブ ロ モ メ チ ル ) シ ク ロ ブテ ン (1 ) を 出 発 原料 と し て シ ク ロ ブテ ノ [d] ト ロ ポ ン の2， 7 ジ エ
ス テ ル体(2) を 合成 し た 。 ( 1 ) と 種々 の 活性 メ チ レ ン 化合物 と の 反 応 で 3 ， 4 ス ピ ロ 化合物が選択的 に 生
成 す る こ と を 見 い だ し た 。 こ の合成経路 の 段 階 で ア セ ト ン ジ カ ル ボ ン 酸 ジ エ チ ル と の 反 応 に よ り (2) の
骨格 を 合成 し ， 臭素化 ・ 脱臭化水素す る こ と に よ り (2)が得 ら れ た 。 (2 )は l H-NMR ス ペ ク ト ル か ら ト
ロ ポ ン 部 の 環電流効果 の 小 さ な 化合物で あ る こ と が わ か っ た 。
VI I I 族元素 を 触媒 と す る メ タ ノ ー ルの脱水素 に 関 す る 研究
井 上 智 実
資源量 の 豊 富 な 天然 ガ ス 成分 であ る メ タ ン の 直接転換 に よ り 水素 と 炭化水素 を 製造す る 触媒系 の 探
索 を 目 的 と し た 。 パル ス 法 を 用 い て 触媒活性 を 調べ た と こ ろ ， VIII 族元素の う ち ， Rh， Ru， Pt が比
較的低温で水素 を 生成 し た 。 担体に シ リ カ ー ア ル ミ ナ ， シ リ カ ， ア ル ミ ナ ， マ グ ネ シ ア ， 活性炭 を 用
い た が， Rh シ リ カ が 200 � 4000C で安定 し た 脱水素活性 を 示 し た 。 反応管 よ り 流出 し て 蓄積 さ れ た 高
沸 点 成分 と し て C 1 5 以上の 異性体混合物が得 ら れ た 。
光 学活性環状 シ ュ ー ド ウ レ ア類のニ重異性化重合 と そ の応用
梅 津 孝 志
光学活性 な 環状 シ ュ ー ド ウ レ ア 類 ( 4 ア ル キ ル 2 ア ミ ノ 2 オ キ サ ゾ リ ン 類 ) を 合成 し ， そ の カ
チ オ ン 開環重合 を 検討 し た 。 4 位の 置換基が嵩高 く な る に つ れ て 重合性が低下す る こ と が判 明 し た 。
又， こ の モ ノ マー を ク ロ ロ メ チ ル化 ポ リ ス チ レ ン ビ ー ズ に グ ラ フ ト 共重合 さ せ， ラ セ ミ 体ア ミ ノ 酸 の
光学分割 を 試 み た 。 さ ら に こ の モ ノ マ ー の 二重 異性化重合に よ り 得 ら れ た 5 員 環状 ウ レ ア 型 主鎖型 ホ
モ ポ リ マ ー の 酸 及 び ア ル カ リ 加 水分解 を 試 み た 。
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S - ア ル コ キ シ チ アザイ ン の 熱分解反応
大 窪 栄 範
チ ア ザイ ン は SN 三重結合 を 有す る 珍 し い化合物であ り ， そ の 反応性及び性質 に つ い て 興味深 い も
の が あ る 。 そ こ で， 基本的 な 反応であ る 熱分解 反応 に つ い て S - ア ル コ キ シ チ アザイ ン を 用 い て速度論
的検討 を 行 っ た 。 ま た ， ab initio 計算 を 用 い て 理論的検討 も 行 っ た 。 そ の結果， こ の熱分解反応、 は ，
ス ル ホ キ サ イ ドや ス ル フ ィ ル イ ミ ン と 同 様な 5 員 環遷移状態 を 通 り 進行す る 分子 内 脱離反応 であ る こ
と が示 唆 さ れ た 。
5田 フ エ ノ キ シ メ チ ルー2田 オ キサ ゾ リ ジ ノ ン ( P M O) の
熱的挙動 お よ び結 品 多形 に 関 す る 研究
太 田 博 士
PMO に は 115.C ( 低融点形 ) と 123.C ( 高融点形 ) で融解す る 二形の結晶 が存在す る 。 水 に よ る 再結 品
化物は 両 形 の 混合物であ る が， 安定形 であ る 高融点形 は 有機溶媒 ( メ タ ノ ー ル等 ) に よ る 再結晶や転
移温度 ( l 17"C ) で融解後， 冷却結 晶 化 に よ っ て 得 ら れ た 。 低融点形は 230.C で昇華後， 結晶化 さ せ る か，
150.C で融解後， 過冷却状態 を 経 る こ と に よ り 得 ら れ た 。 顕微鏡観察 で も DSC 測定 と 同様に 両 形 の 聞
の 熱的変換が認め ら れ た 。
Kinetics of Binding Processes of Peripheral 
Membrane Proteins onto Liposome Surfaces 
柿 木 一 大
細 胞表面上 で タ ン パ ク 質等に よ る 分子認識が ど の様な 形 で行 わ れ て い る の か を 知 る こ と は 細 胞膜上
で起 こ る 様々 な 生体反応 ( 免疫， 組織器官形成， 物質透過， エ ネ ル ギー の伝達 お よ び変換等 ) を 理解
す る う え で重要で‘ あ る 。 そ こ で， 細胞表層 での分子認識 に 必須 の 因子であ る 膜 タ ン パ ク 質が膜へ結合
す る 過程 を ， 細胞膜 モ デル と し て 脂質二分子膜 ( リ ポ ソ ー ム ) を 使 い ， 膜 タ ン パ ク 質 と し て シ ト ク ロ
ム C を 用 い て 速度論的 に 解析 を 行い ， リ ボ ソ ー ム の表面電荷お よ び膜 の 流動性， シ ト ク ロ ム C の酸化
還元状態 の 結合過程の影響に つ い て 考察 を 行 っ た 。
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モ リ ブ デ ン酸触媒 に よ る オ レ フ イ ン の過酸化水素酸化 に 関 す る 研 究
加 藤 政 浩
プ ラ ス チ ッ ク 可 塑剤， 医農薬原料 と し て 用 途 の 広 い ス チ レ ン オ キ サ イ ド を ， ス チ レ ン を 原料 と し ，
ク リ ー ン な 酸化剤 であ る 過酸化水素 を 用 い て 酸化 を 行 な っ た 。 モ リ ブデ ン 酸触媒 の 活性 を ， 溶媒， 金
属 イ オ ン 系 に つ い て 検討 し た 。 モ リ ブデ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム ー 酸化 ジ オ ク チ ル錫系 の 溶媒 は ベ ン ゼ ン ，
ク ロ ロ ホ ル ム の よ う な ， 水の 溶解度 6 . 3 � 7 . 2 X  lO- 2 % 程度 の 溶媒が最適 で\ 種々 のヘテ ロ ポ リ モ リ ブ
デ ン 酸 の う ち マ ン カ、、 ン を 含む場合， エ ポ キ シ 化収率 74% に 達 し た 。
硫黄架橋 ア ヌ レ ン ジ オ ン 及 びア ヌ レ ン の合成 と 性質
庫 本 伸 哉
ヘ テ ロ ア ヌ レ ン 類 は 芳 香族性等性質 に つ い て 知 見 も 多 い 。 そ の 中 で も ま だ知 ら れ て い な い 原子半径
の 大 き な硫黄 を 架橋 し た ア ヌ レ ン ジ オ ン を 1 ， 6 ジ ア セ チ ル シ ク ロ へ プ タ ト リ エ ン か ら 3 段階 を 経て 合
成 を 行 い 成功 し た 。 こ の 化合物は 架 橋 メ チ レ ン と 硫黄 と は anb の 立体配置 であ る こ と が ' HNMR ス
ペ ク ト ルの 測定か ら 分か っ た 。 酸 での プ ロ ト ン 化 に よ り 生成 し た ジ カ チ オ ン は 局 在化 し て い た 。 ま た
脱硫の 半減期 は60T で39 . 6分 で あ っ た 。
イ ミ ド ジ リ ン酸 エ ス テ ル類の熱的挙動 と 質量分析
高 島 伸 知
8 種 の ア ル キ ル化物 と 4 種の 芳 香族 の 持つ イ ミ ド ジ リ ン 酸 エ ス テ ル は TG-DTA ìMIJ 定 で は 前者では
ア ル キ ル鎖が長 く な る に つ れ て 主要 な 重 量損失 の 温度が高温側 に シ フ ト し 2 級 ア ル キ ル鎖 は 同 炭素
の 1 級ア ル キ ル鎖 よ り 低温側 に シ フ ト し た 。 ま た ， 後者 は 置 換 基 に よ る 差 異がほ と ん ど な か っ た 。 芳
香族 と ア ル キ ル化物 ( メ チ ル基 は 除 く ) は 熱分解機構が異 な り ， き ら に ， 両化合物 と も 熱分解 と 熱電
子衝撃 に よ る 開裂機構が 異 な る こ と が わ か っ た 。
1 30 
核酸 と 蛋 白 質 の分子集合 に 関 す る 遺伝子工 学的研究
高 松 理 基
ウ イ ル ス 粒子 の 形態形成'i， “DNA - 蛋 白 質 " 並びに “ 蛋 白 質 一 蛋 白 質" の 生体高分子間相互作用
か ら 成立 し て い る 。 本研究 では ， 形態形成の 開始機構で機能す る と 推定 さ れ て い る ウ イ ルス ( G 4 ) の
C 蛋 白 質 に 標的 を 絞 り ， 遺伝子工学的手法 を 用 い て 変 異体 を 構築 し た 。 こ れ ら 変 異株に 関 す る 生物学
的諸特性 の解析並 び に 変 異 C 蛋 白 質 の 三次構造 の予測等か ら ， c 蛋 白 質が形態形成で極め て重要な役
割 を 担 っ て い る こ と を 明 ら か に し た 。
嵩 高 いル イ ス酸 に よ る グ リ シ ジ ル エ ス テ ル類の新規重合反応
筒 井 耕 二
酢酸 グ リ シ ジ ル は 嵩高 い ア ル ミ 系 ル イ ス 酸触媒 メ チ ルア ル ミ ニ ウ ム ビ ス ( 2 ，  6 ー ジ - t - ブ チ ル- 4 ー
メ チ ル フ エ ノ キ シ ド ) ( MAD ) に よ り ， 新規 な 重合反応 を 起 こ し ， 5 員 環状 オ ル ソ エ ス テ ル構造 を 有
す る ポ リ マー を 与 え た 。 さ ら に 様々 な グ リ シ ジ ルエ ス テ ル類 及 び脂肪酸 グ リ シ ジ ルに 類似の構造 を 有
す る エ ポ キ シ カ ル ボ ニ ル化合物の MAD に よ る 重合 を 行 な っ た 。
N i-Mo 合金電着 に 関 す る 研究
中 村 順 和
ア ン モ ニ ア 性 ク エ ン 酸塩浴か ら 得 ら れ る Ni-Mo 電着合金に つ い て ， 電着機構ゃ め っ き 条件 な ど を
検討 し た 。 Ni-Mo 合金は 約 6 at%Mo ま で d 帯空孔 を 有 し て い る こ と がわか り ， そ れ以上の モ リ ブデ
ン 含有率の合金 で は ， Mo02 と の 混合物に な っ て い る と 思 わ れ る 。 め っ き 条件 は 歪 測定 よ り ， 電流密
度 15A/dm 2 以下， モ リ ブデ ン 酸塩 イ オ ン 濃度 O . 25M 以下で歪 の 少 な い合金が得 ら れ た 。
-EE・9d 唱Ea.
シ ク ロ へ プ タ ン及 びシ ク ロ へ プ タ ト リ エ ン を 有 す る ポル フ ィ リ ン誘導体の合成
埴 田 修
ボル フ ィ リ ン 誘導体に つ い て は 数 多 く の知見が得 ら れ て い る が， 非ベ ン ゼ ン 系芳 香族化合物が縮環
し た ポ ル フ ィ リ ン 類は 合成 さ れ て お ら ず ， そ の合成 を 目 的 と し て 七員 環 を ポ ル フ ィ リ ン 骨格に 有す る
化合物の合成 を 行 な い ， 今 回新規 な meso-T etracycl ohepta trieny 1 porphin の合成 に 成功 し ， こ の化合
物 は 711nm と 他の ポル フ ィ リ ン 類 に 比べ て よ り 長波長部に 吸収が存在す る こ と が分か っ た 。
5 ， 5 ， 5ー ト リ フ ェ ニ ルチ ア ザイ ン の合成 と 反応性
浜 田 幸 樹
硫黄窒素 聞 に 三重結合 を 持つ化合物群 は チ ア ザ イ ン 類 と 呼 ばれ る 。 し か し 有機 リ 7ゲ ン ド を 持 つ チ ア
ザ イ ン 類 に お い て 完全 な 構造解析が行わ れ た 例 は な い 。 そ こ で事行規な S ， S ， S - ト リ フ ェ ニ ルチアザイ
ン を 合成 し X 線結 晶解析等 に よ り そ の構造 を 決定 し ， ま た ス ベ ク ト ル比較 に よ り 他の有機 チ ア ザ イ ン
に お い て も 構造解析 を 行 っ た 。 ま た IR に お い て チ ア ザ イ ン 類 の )/SN が リ カツ ド の 電気陰性度 の影響
に よ り 1515 � 1268cm- 1 の 聞 で シ フ ト す る こ と を 1 5N を 用 い て確認 し た 。
5- ア ミ ノ チ ア ザ イ ン の 熱分解反応
三 宅 崇 弘
SN 三重結合 を 持つ S ア ミ ノ チ ア ザ イ ン の 熱分解反応 を 行 っ た と こ ろ 分子 内 脱離 を し て お り ， フ ェ
ニ ル基上の 置換基効果 は ρ = - 0 . 1， メ タ ノ ー ル 中 で か な り の速度 の低下， ア ミ ノ 基の リ ン グサ イ ズ効
果 は 6 ， 7 ， 5 員 環の 順 てい反応が速 く な り ， 活性化エ ン ト ロ ビ ーが 33-95J/K/mol と 正 に 大 き い た め
協奏反 応 で な い こ と が分か り ， 他の機構 を 検討 し た 結果 ラ ジ カ ル機構が考 え ら れ た 。 き ら に ， 非経験
的分子軌道計算の 結果か ら も ラ ジ カ ル機構 で反応が進む と 示唆 さ れ た 。
ワuqυ ti
Study on Nonspecific I nteractions between Polymer M icrospheres 
and Water - Solid I nterfaces by Using Video Imagery 
村 - 本 禎
光学顕微鏡 一 画像処理 シ ス テ ム ( 視覚化手法 ) を 用 い て ， カマ ス 平面の帯電符号の， 負 に 帯電 し た
コ ロ イ ド粒子 に 及 ぽす影響に つ い て ， 凝集速度， ガ ラ ス 平面近傍 の 濃度分布， ガ ラ ス 平面上の凝集粒
子配置 の点か ら 調査 し た 。 物に 異符号帯電粒子平面 聞 に お い て ， 通常 の脱塩状態 に お け る コ ロ イ ド粒
子 の 凝集速度 を 測定 し た 結果， 粒子 は 流体 力 学 的 に ガ ラ ス 平 面 に 接近 し ， ガ ラ ス 平面 と の静電引 力 に
よ り 凝集す る こ と を 示唆す る 結果 を 得た 。
ア ズ レ ノ [1 ， 2・a] ア セ ナ フ チ レ ン の合成 と 性質
毛 利 勝
縮環系非ベ ン ゼ ン 系化合物で あ る ア ズ レ ノ [l ， 2-a] ア セ ナ フ チ レ ン を 1 - ア セ ナ フ テ ノ ン か ら 2 段階
で合成 に 成功 し た 。 l H NMR の 化学 シ フ ト ， 結合定数の検討か ら 共役の状態 は ア ズ レ ン と ナ フ タ レ
ン が結合 し た 状態 であ る こ と が分か っ た 。 求電子置換反応 では ア ズ レ ン 部 分 の 五 員 環 部 で起 こ り ，
DMAD と の 付加 反応 に お い て は ジ メ チ ルア セ ナ フ チ レ ノ [l ， 2-d] へプ タ レ ン ー 8 ， 9 - ジ カ ル ボ キ シ レ
ー ト を 与 え た 。
2， 5・ ジ ヒ ド ロ チ オ フ エ ン を 縮環 し た ト ロ ポ ン類の合成
山 田 E 
2， 5- ジ ヒ ド ロ チ オ フ ェ ン 縮環 ト ロ ポ ン (1 )の合成 を 検討 し た 。 2， 3ー メ ト キ シ カ ル ボ ニ ル シ ク ロ へ プ タ
ー3- エ ン ー 1- オ ン を PCls の 反応 に よ り 塩素置換 ト リ エ ン 体 を 生成 し ， こ れ を 原料に 3， 4 ジ ア セ ト キ シ メ
チ ル シ ク ロ へ プ タ ト リ エ ン を Cr03 ・Py2 に よ り 酸化 し た と こ ろ ， ト ロ ポ ン の位置 異性体混合物が得 ら
れ た 。 ま た(1)への誘導 も 試み た 。
内δ9d 唱EA
高分子 (核酸， 蛋 自 質， 糖 質 ) 間 相 互作用 に 関 す る 物理化学的研究
内 藤 章二郎
生体 内 に 存在す る 高分子 は ， 複雑 な 相互作用 の 基 に 様 々 な 役割 を 拍 っ て い る 。 こ れ ら 生体内 高分子
聞 の 相互作用 を 知 る 目 的 で， 主 に 2 つ の 事に つ い て 解析 し た 。 1 つ は フ ァ ー ジ 感染 に お い て ， 大腸 菌
膜表面 上に 存 在す る LPS と フ ァ ー ジ 殻 蛋 白 の 相互作用 の研究 を ホ ス ト レ ン ジ の 変 異体 を 用 い て 行 っ
た 。 も う I つ は ミ ク ロ ウ イ ル ス の DNA 複製 開始領域 ( - ori) に 関 し て 宿 主 蛋 白 と フ ァ ー ジ 核酸 と の
聞 の 相互作用 を 遺伝子工学的手法 を 用 い て 解析 し た 。
〔金属工 学専攻〕
Fe-38Ni- 1 3Co-4 . 7 N b 耐熱合金 に お け る γ 相 の析 出 と 成長
時 田 英 治
標記合金の893 K � 1073 K に お け る 時効硬化特性 を 調べ る と 共 に ， TEM に よ る 組織観察か ら ， 強化
相 で あ る '1' 相 の 成長過程 を 速度論的 に 解析 し た 。 ま た ， X 線 回 折 に よ っ て 時効に 伴 う 母相の格子定数
変 化 を 調 べ た 。 時効硬化 は '1 ' 初日 と ε 相 の 析 出 と 成長 に 密接 な 関連が あ っ た 。 α。 は 時 間 の 経過 に 伴 っ
て 減少 し ， そ の 後一定 に な っ た 。 '1 ' 相 の 成長 の 見掛け の 活性化 エ ネ ル ギ ー と し て 254kJ/mol を 得 た o
'1 ' 相の 成長 は 合金 中 の 溶質 原子 の 拡散 に よ り 律速 さ れ て い た 。
AI- Mg-Si 合金 に お け る 中 間 相 βF の結 品構造
坂 口 祐 紳
AI-Mg-Si 合金の 中 間 相 f は ， 微細 で、 あ る た め に 結 晶構造が こ れ ま で確定 さ れて い な か っ た 。 本研
究 では 高分解能透過型電子顕微鏡 ( HRTEM ) を 用 い る こ と に よ り ， 160万倍 に よ る f 析 出 物 の 高 分
解能観察， ナ ノ プ ロ ー プ 電子 線 回 折， エ ネ ル キ 一分散 型 X 線分析 を 行 っ た 。 き ら に コ ン ビ ュ ー タ ー に
よ る HRTEM 像お よ び電子 線 回 折 ノ ぐ タ ー ン の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン も 行 っ た 。 そ の 結果， 本析 出物の結
晶構造 を 初 め て 決定す る こ と に 成功 し た 。
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金属材料表面屠 の疲労損傷及 び強度 に 関 す る 研究
甚 田 政 博
金属疲労 に お け る 表面層 の影響 を 調査す る た め に ま ず小型の平面曲 げ疲労試験機 を 作製 し ， そ れ を
利用 し て AI-IOmass% Zn 合金の 薄板試験 片 の 疲 労 強度 に 及 ぽす表面軟化層 及 ぴ表面 陽極酸化膜 の影
響 を 調べ， 次 に 走査 型 ト ン ネ ル顕微鏡 ( STM ) を 用 い て 疲労過程の表面観察 を行い， ア ル ミ ニ ウ ム合
金の STM に よ る 疲労表面 の 原子 レ ベル での観察が可能 でbあ る か を 検討 し た 。
マ イ ク ロ ソ ル ダ に 関 す る 研究
鈴 木 健 一
マ イ ク ロ ソ ル夕、の最大 の 問題点 は 熱疲労であ り ， こ れ に 対す る 信頼性 の確保が急務 であ る 。 本研究
で は 最 も 一般 的に 広 く 接合用 材料 と し て 使用 さ れて い る 60Sn -40Pb ハ ン ダの冷却速度 を 変化 さ せ る
こ と に よ り そ の組織 を 変化 さ せ， 実験の 都合上， 荷重制御低サ イ ク ル高 温疲労に よ り せ ん 断 型 超小型
試験片 を 用 い て ， 組織面か ら 高 温低サ イ ク ル疲労特性 を 検討 し ， さ ら に 熱疲労特性 を 推定 し た 。
一方向凝固 ア ル ミ ニ ウ ム鋳塊中 に生 じ る
再結晶現象 お よ び成長双 晶の発生機構
高 木 英 俊
Al お よ び Al 合金に 特有 な マ ク ロ 組織であ る 羽毛状 晶 の 発生機構 を . 一方向凝固 法 を 利 用 し た 種付
け 実験 で検討 し た 。 そ の結果， 急冷に 伴 う 熱応 力や凝固収縮 応 力 に よ る 歪 の 導 入 と ， 適度 な 凝 固 速 度
が も た ら す潜熱放 出 に よ る 鋳塊 の再加熱が原 因 で， 凝 固 時に お い て も 再結晶現象が起 き う る こ と を 見
つ け た 。 そ し て そ の際に 発生す る 焼鈍双 品 が羽毛状 晶 の核 と な り 成長す る 過程 を ， 金属組織学的 に ま
た SEM-ECP を 用 い た 結晶方位解析に よ り 解明 し た 。
Fhu qo噌'A
還元逆抽 出 法 に よ る 貴金属担持溶媒和抽 出 剤 か ら の貴金属微粒子の製造
高 田 和 博
貴金属 の微粒子 は 触媒 と し て の 広 い 用 途 を 持つ ほ か ， 電子工業 の 発達 と と も に そ の 用 途 は さ ら に 大
き く 聞 け て き た 。 王水に 浸 出 さ れ る 貴 金属 の 溶媒抽 出 に よ る 分離選択性 は 極 め て 優 れ て い る 。 抽 出 さ
れ た 貴金属 担持有機相 は 貴金属微粒子 と し て 還元析出 さ せ る 可能性が考 え ら れ る 。 本論文は 溶媒和抽
出 剤 お よ び イ オ ン 対抽 出 剤 に 担持 さ れ た 貴 金属 を 適 当 な還元剤 を 含む逆抽 出 剤 で処理す る こ と に よ り ，
貴 金属微粒子 の 作製が可能 で、あ る こ と を 明 ら か に し た 。 さ ら に そ の 反応機構に つ い て 明 確 に し た 。
P ト Mn-Q 系複合酸化物 に 関 す る 研究
土 屋 正 明
現在， Pr-Mn-O 系 に お け る 複合酸化物 は ， 固 体電解質 燃 料電池の陽極 と し て 考 え ら れ て い る 。 し
か し ， こ の 系 に 存在す る 複合酸化物お よ び相平衡関係 に 関 し て は 詳 し く 調べ ら れ て い な い 。 そ こ で，
本報告 では ， Pr-Mn-O 系 に お い て 存 在 す る 複合酸化物の確認お よ び そ れ ら の相平衡関係 を 検討 し た
結果 を 報告す る 。
多結晶 Cu 基合金の初期変形
中
川
康
弘
多結品質銅 及 び純銅 に お い て 約0 . 005か ら 2 % の低 ひ ず み 領域で形 成 さ れ る すべ り 帯 を ， 光学顕微鏡
と SEM-ECP 法 を 用 い た 結品 方 位解析 と に よ り 調べ た 。 多 く の 結 晶 粒 に は 主すべ り 系 に よ る すべ り 帯
が生 じ て い た 。 結 晶粒 に よ っ て は ， 2 次す べ り 系 が活性化 し て い る の が観察 さ れ た 。 こ の 結 晶 粒 に 関
し て 粒界面 に お け る 弾性歪不適合牲 に 基 く Hashimoto と Margolin の モ デル 及 び\ 我々 の結品粒の変
形形状の変化 を 考 え る モ デル を 適用 し た 。 そ の 結果， 黄銅， 純銅 に 関 し て ， 共 に ， 前者では20 % 後者
で は 60 % 説明可能であ っ た 。
にuqd yhA
Ga に よ る AトO.9mass% MgzSi 合金の耐食性の劣化機構の解明 に 関 す る 研究
日 比野 委 茂
本研究では 6000番系 の析出硬化型合金 と し て 構造材 に 広 く 利用 き れて い る AI-Mg-Si 合金の析出過
程お よ び耐食性に 及 ぼす Ga 成分 の影響 を 明 ら か に し ， Ga に よ る AI-0 . 9mass%Mg2Si 合金の耐食性
の 劣化機構 を 解 明 す る た め に ， 本供試料の 時効析 出 過程の示差熱分析， TEM に よ る 析出 物の形態観
察 お よ び電子線回 折 な ら びに 各供試料の HCIO. 水溶液中 に お け る 腐 食特性の電気化学的測定， 浸i責腐
食試験お よ び SEM に よ る 腐 食面 の 観察 を 行 っ て定量的 に 検討 し た 。
Si 過剰型 AI-Mgz Si 合金 に お け る 時効析 出物の結晶構造
宮 田 吉 男
AI-Mg-Si 合金 に け い素 を 過剰 に 添加 し た 合金の 中 間相 は ， 微細 で、あ る こ と か ら そ の結 晶 構造 は け
い 素 を 過剰 に 含 ま な い合金の結品構造 と 同 じ であ る と 推論 さ れて い る の み で， 実証は こ れ ま で ま っ た
く な さ れて い な い 。 本研究 では 高分解能透過型電子顕微鏡 を も ち い て 本合金の 中 間相 を観察 し た 結果，
こ れ ま で ま っ た く 報告 さ れて い な い新種の 中 間相が複数共存 し て い る こ と を 発見 し ， そ れ ら の 結 晶構
造 を 決定す る こ と に 成功 し た 。
時効性 ア ル ミ ニ ウ ム合金の結晶粒界近傍 の走査 ト ン ネ ル顕微鏡観察
村 瀬 英 樹
け い 素 を 過剰 に 含む Al- lmass%Mg2Si 合金 は ， 最 高 強 き に 達す る ま で時効処理す る と 顕著 な粒界
破壊 を 示す 。 本研究室 では こ れ ま でに 引 張 り 変形 し た 本合金の 試料表面 を 光学顕微鏡観察 し て ， 結晶
粒界 の ず れ を 発見 し た 。 本研究 は こ の よ う な ず れ と 粒界破壊の 因果関係 を 解 明 す べ く ， 結晶粒界のず
れ方の 3 次元 的 な 挙動 を 走査 ト ン ネ ル顕微鏡観察 に よ っ て 捕 ら え て ， 平行 し て行 っ た 力 学的解析結果
と の I 対 1 対応 を 見 い だ し た 。
巧，qδ 
CVD 法 に よ る 超伝導薄膜の製造条件
森 拓 夫
酸化物高温超伝導体の薄膜化 は エ レ ク ト ロ ニ ク ス 分野に お け る 応用 に 重要な 技術 であ る 。 薄膜化に
は 多 く の方法があ る が そ の 中 で も MOCVD 法が有望 と さ れ て い る 。 本研究室 では 手作 り の 簡易 CVD
装置 を 作成 し ， 安定 し た 超伝導薄膜製造 の た め の 基礎デー タ を 蓄積 し て い る 。 本研究 では 製造の た め
の重要因子 を 整理 し ， そ れ に 基づ く 装置 の 改良 を 行 っ て よ り 良 好 な 超伝導薄膜の製造条件 を 指摘 し た 。
Ti-AI-Sn 金属 間化合物 に お け る 各原子の格子サ イ ト 相互置換
山 本 芳 幸
Ti-50at%Al 合金， Ti-52at%Al 合金お よ び， 後者に Sn を 2 お よ び 5 at% 添加 し た 合金 の 4 種類
の TiAl 基合金つ い て ， X 線 回折法に よ り TiAl ( γ ) 相 の結晶構造 を 解析 し た 。 Ti-A12 元 系 では ， Al 
量が増加 し で も y 相 の 規則度の低下は ほ と ん ど な く ， 高 い規則 性 を 保 っ て い た 。 し か し ， Sn の 添加 に
よ り Ti 原子 と Al 原子の相互置換量が増加 し ， 規 則 度 は 大 き く 低下 し た 。 ま た ， Al 量お よ び、 Sn の 添
加 は 格子定数 a 値 に 顕著 な 変化 を 及 ぼ、 き な か っ た が， c 1u宣 と 軸 比 c / a を 著 し く 増大 さ せ た 。
TトNi 形状記憶合金の相変態 と 変形挙動 に 及 ぼ す 熱処理の影響
徐 慈 懐
Ti-50 . 4 と Ti-51 . 7at. %Ni 合金に お い て ， 中 間 温度域での 時効処理お よ び、加工熱処理が相変態， 組
織， 変形挙動 に 及 ぽす影響に つ い て 調べ た 。 673 - 873 K の 熱処理の範囲 内 では， 河合金 と も ， Ms 点，
B 2 点の変化は， 類似 し た 傾 向 を 示 し た 。 723 K 以上では， 温度 の 増加 と 共 に 変態 区 聞 が狭 く な っ た 。
い ず れ の 熱処理温度 で も ， 加工熱処理材 は 時効処理材 よ り 超弾性特性が改善 き れ た 。 特に 673 K 処理材
は ， 加工熱処理に よ り 超弾性特性が著 し く 改善 さ れ た 。
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腐食環境下の単一大荷重後の過渡的疲 労 き 裂進展特性 と き 裂開 閉 口 挙動
安
藤
堅
一
炭素鋼 S50C を 用 い て ， 大 気 中 お よ び食塩水 中 に お け る 一定の 応 力 拡大係数幅 の疲労 き 裂進展期 間
中 に ， 単一 の 引 張大荷重 を 負 荷 し ， そ の 後 の過渡的 き 裂進展挙動， き 裂開 閉 口 挙動 を 調査 し た 。 そ の
結果， 腐 食環境で は ， 大荷重後の遅延挙動 は 大気 中 よ り も 比較的小 き く な っ た 。 こ れ は ， 大荷重 に よ
っ て 生 じ た き 裂先端の圧縮残 留 応 力 域並びに ， 加工硬化域が選択的 に 溶解 き れ， 局所的に 軟化 し た り ，
残留 応 力 が開放 さ れやす く な る た め であ る 。
ツ イ ス ト ル ー プ型複合振動子の研究
安
藤
浩
二
従来の進行波型 超音波 モ ー タ の 波動面 を 分割 し て ， 各 々 を 独 立 に だ 円振動す る 振動子 と す る こ と で，
給送 の 速度 ・ 方 向 を 自 由 に 変化 で き る 新 た な 振動 フ ィ ー 夕、の 開 発 を 目 的 と し て い る 。 波動面 を 構成す
る 振動子に 2 方 向 の複合振動 に よ っ て だ 円 振動 を 発生す る た め， ア ー チ 型 は り の垂直部材下部 を ひ ね
っ た 形， お よ びそ の部分 を 1 本に ま と め た 形の振動子 を 考案 し た 。 振動 の励起に は パ イ モ ル フ 型 ピ エ
ゾ部材 を 用 い て い る 。
ニ ッ ケ ル発泡金属複合ア ル ミ ニ ウ ム合金の高 温疲 労 強度 に 関 す る 研究
川 嶋 隆 司
ニ ッ ケ ル発 泡金属複合 ア ル ミ ニ ウ ム 合金 ( NFRA ) の 強度特性評価 に 関す る 研究の一環 と し て ， 形
状寸法 の 異 な る 二種類 の ニ ッ ケ ル発泡金属 を 用 い た NFRA と ア ル ミ ニ ウ ム 合金母材 AC8A-T6 の 高
温下 での疲労試験 を 行い， 発泡金属 寸法， 試験温度お よ び繰返 し 速度の影響 を 考察 し た 。 NFRA の 高
温疲労強度 は AC8A-T6 よ り も 低下す る が， 繰返 し 塑性 ひ ず み発生の抑制効果に よ り 高 温 ・ 長寿命域
では 強度差が小 さ く な る 。
n河uqu 市E4
分割 フ ィ ン付管 に よ る 潜熱蓄熱装置の 高性能化 に 関 す る 研究
紺 矢 浩 史
本研究 に お い て は シ ェ ルア ン ド チ ュ ー ブ型潜熱蓄 熱装 置 の 基本的伝熱特性 を 改良す る こ と を 目 的 に ，
環状 フ ィ ン 付管の 改良 型 であ る 特殊 な 形状 の フ ィ ン 付管 を 用 い て 水 の 凝 固 ・ 融解実験 を 行 っ た 。 そ し
て 相変 化率， 熱流束， 内 部温度 の 経時変化か ら そ の 伝熱特性 を 実験 的 に 明 ら か に し ， 従来の環状フ ィ
ン 付管 と の 比較 を 行 っ た 。 ま た 代表長 き と し て 液相 の 厚 さ を 採用 し た ヌ セ ル ト 数， レ イ リ ー数 を 用 い
て 液相 内 の 自 然対 流熱伝達 を 整理 し た 。
超微小要素の応 力 ひ ず み に 関 す る 分子動 力 学的研究
高 瀬 道
引 張 負 荷 を 受け る 面心立方構造 の 超微小要素 の 応 力 ・ ひ ず み 線 図 を 分子動 力 学法 を 用 い て角尉斤 し た 。
応 力 は 計算す る 領域の 粒子数 に 強 く 依存 し ， 連続体力 学 と 同 じ 概念 の 応 力 と な る に は 十分 多数の粒子
が必要 で、あ る こ と ， 温度が高 く な る に つ れ て 応 力 ・ ひ ず み 線 図 の こ う 配 は 緩や か に な り ， 小 き い 応 力
で破壊が起 こ る こ と ， 応 力 ・ ひ ず み 線図 は 結 晶 方 位に よ っ て 変 わ り ， 弾性学 に お け る コ ン ブ ラ イ ア ン
ス の座標変 換 の 法 則 に 従 う こ と を 明 ら か に し た 。
AI203 ・ S iC -Zr02 ・TiC 系複合材料の熱定 数 に 関 す る 実験的研 究
竹 部 元 章
切 削 工具材料 と し て 期 待 さ れて い る セ ラ ミ ッ ク ス 系複合材料か ら A1203 -SiC-Zr02 -TiC を 選 び， そ
の 熱拡散率， 比熱， 熱{云導率 を レ ー ザー フ ラ ッ シ ュ 法， な ら びに 線膨張率， 線膨張係数 を 押 し 棒法 に
よ っ て 室温か ら 7000C の 範 囲 で測 定 し た 。 各成分の 熱定数特性か ら A1203 -SiC-Zr02 -TiC の 熱定数 を 検
討 し た 結果， TiC の 含有率 を 増加 さ せ て も 熱膨 張 に は あ ま り 影響 を 及 ぼ さ な い が， 複合材料の熱伝導
率が高温に お い て 向上す る た め ， 耐熱衝撃性 に 優 れ る こ と が わ か っ た 。
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自 励 オ ン オ フ 駆動制御 さ れ る ワ ン シ ョ ッ ト パ ン チ の研究
忠 地 憲 司
エ レ ク ト ロ ニ ク ス あ る い は 精密機器関連部品 の加工 ・ 組立 な ど の 製造 シ ス テ ム に 用 い ら れ る 加工機
器， 例 え ばパ ン チ ン グマ シ ン では 従来， 手動 に よ る 単発駆動 が行わ れ， 加工能力 の精度 に つ い て も 理
論的な 考慮、 が さ れ な か っ た 。 本研究 では ， 高精度のパ ン チ ン グ動作 を 得 る た め に 予 め 定め た 位置 で駆
動 力 を 自 励 的 に オ ン オ フ 制御す る 方 式 を 用 い て ワ ン シ ョ ッ ト 動作 を 理論的に 解析す る 手法 を 確立 し ，
所要の加工開始速度 を 得 る た め に 必要な エ ネ ル ギー を 最小 と す る 最適条件 を 明 ら か に し た 。
吸振機能 を有 す る パ イ プ レ ー タ の研究
萩 j畢 智 春
本研究 は ， F A シ ス テ ム の 自 動組立 ス セ ー シ ョ ン に お け る 部品 の 位置決め締結 な ど のユ ニ ッ ト ， 無
反動型振動 力 発生機 と し て 用 い る こ と を 目 指 し ， 本体の振れが抑 え ら れて い る に も か か わ ら ず ， 加振
体の振れ を 増幅 し て 大 き な 振動 力 を 庄子 に 伝達す る 自 由支持型 の パ イ プ レ ー タ を 開発す る た め の， 基
礎的な 動作特性 を 考察す る 。 吸振原理は ， 2 自 由 度振動系 を 構成 し ， 本体が受け る 力 を 干渉 に よ っ て
打 ち 消 し て 本体の振幅 を 抑止す る 。
フ レ キ シ ブル 4 関節 マ イ ク ロ ア ク チ ュ エ ー タ の研究
町 田 利 雄
精密微細部品 ・ 薄箔素材の ハ ン ド リ ン グや種々 のマ イ ク ロ 加工に 用 い る 駆動 メ カ ニ ズム は ， 微小か
っ高精度な 動 き と 早い 応 答 を 必要 と す る 。 本研究 で開 発 し て い る メ カ ニ ズム では ， 主駆動i原 に 積層 型
ピ エ ゾ素子 を 用 い て お り ， そ の 出 力 を レ バー ・ ト グル複合機構 を 基礎 と し た 変位拡大機構に 導 く 。 機
構の慣性の低下 お よ びブー ス ト 機能 を 付加す る た め に ， レ バー お よ び ト グル部の構成部材 を パ イ モ ル
フ 型 ピ エ ゾ素子 と す る 。
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チ タ ン 合金の疲労強度 と 微小 き 裂 進展挙動 に 関 す る 研 究
松 下 博 紀
ß 型 チ タ ン 合金 Ti← 15V-3Cr-3Sn-3Al の 大 気 中 お よ び塩水 中 に お け る 疲労強度特性 を ， α + ß 型 チ
タ ン 合金 Ti-6Al-4V と の 比較 を 通 し て 検討 し た 。 α 十 グ 型 お よ び β 型合金の 溶体化処理材 で、 は 疲労限
度が認め ら れ る が， ß 型合金の 時効材 で は 低応 力 振幅域で内部 き 裂発生 を 呈 し て 疲 労 限度が認め ら れ
な い 。 α + ß 型 ， グ 型 と も 大気 中 と 比較 し て 塩水 中 に お け る 疲労強度の低下 は 認め ら れ な い 。 各材の
き 裂発生は 疲労寿 命 の 10 % 程度 であ り ， き 裂進 展 は微小 き 裂伝 ぱ別 に よ っ て 整理 で き る 。
鍛造 白 鋳鉄の切削性 に 及 ぼす切削条件の影響 に 関 す る 研究
今 村 吉 延
鍛造 白 鋳鉄の 切 削性 に 及 ぽす工具材種， 切 削 条件， お よ び鍛造比 の 影響 に つ い て 検討 す る こ と を 目
的 と し ， 鍛造比 の 異 な る 2 種類 の被削材 に 対 し ， 各種条件 で乾式切 削 お よ び湿式切 削 を 行 っ た 。 そ の
結果， 切 削 油 剤 の効果が最 も 大 き か っ た の は 超硬合金 のMIO を 用 い た 場 合 で あ り ， 高速 で の切 削 が可
能 と な っ た 。 ま た 鍛造比2 . 2 S の も の が1 . 8 S の も の に 比べ て切屑 の連続性が わ ず か に 増 し ， 工具寿命
距離が長 く な っ た 。
ア ル ミ ニ ウ ム基粉末複合材の製造 と そ の 評価 に 関 す る 研究
小 俣 淳 也
SiC 粉 末 を 含 む ア ル ミ ニ ウ ム 基複合粉末の加工性 の 改善 と ， 得 ら れ た 加工材 の機械的特性や 熱膨張
率 な ど の 品 質 の 向 上 と 安定化 を 図 る こ と を 目 的 と し て ， 転動 式 ボ ー ル ミ ル で微細化処理 し な が ら メ カ
ニ カ ル ア ロ イ ン グ法 に よ っ て 製造 し た ア ル ミ ニ ウ ム 基複合粉末成形体に ， 種々 の 条件 で 脱 力、 ス 処理 し
た 後， 熱間 押 出 し 加工や ロ ー タ リ ー ス エ ー ジ ン グ加工の 固 化成形 を 施 し ， ダ イ ス 形状 も 含 め た 製造諸
条件が加工材 の 品 質特性 に 及 ぼす影響 に つ い て 検討 し た 。
つ-4 1ょ
Aト 1 7%Si 合金 T6 材切削 に お け る ダイ ヤ モ ン ド 被覆工 具の評価 に 関 す る 研究
片 田 雅 人
難削材 と し て知 ら れ る 過共 品 Al-17%割 合金の被削性 を 評価す る 目 的 で， 超硬合金の表面 に ， 化学
気相蒸着法 に よ り ， ダ イ ヤ モ ン ド 薄膜 を 被覆 し た ダ イ ヤ モ ン ド 被覆工具 を 用 い て ， 各種条件で外周 長
手連続旋 削 を 行な っ た 。 き ら に ， 工具材種に よ る 影響 を 観察す る た め に ， 夕、 イ ヤ モ ン ド 焼 結工具お よ
び ダ イ ヤ モ ン ド単結晶工具 を 用 い ， そ の特性 を 仕上面 あ ら さ ， 工具摩耗お よ び切 削抵抗 に お よ ぽす影
響に つ い て 比較検討 を 行 っ た 。
空 間 的 な 周 期構造 を持つパ タ ー ン の位相解析
川 本 出
直線状に 作 ら れ た 干渉縞や格子 は ， 空 間 的 に 周 期的構造 であ る 。 測定精度 を 向上 さ せ る た め に ， そ
の パ タ ー ン の縞 と 縞 あ る い は 格子 と 格子 の 聞 の 情報 を読み取 る 位相解析法があ る 。 こ れがサ ブプ リ ン
ジ 法 で あ り ， 本研究 では モ ア レ を 用 い た 位相 シ フ ト 法， ワ ン ス テ ッ プ位相 シ フ ト 法， FFT 干渉計測法
を 用 い ， ゾー ン プ レ ー ト 干渉縞や格子投影 に よ り 得 ら れ た パ タ ー ン の解析 を 行 っ た 。 解析結果 よ り ，
各解析法の長所や短所に つ い て 比較 ・ 検討 を 行 っ た 。
制御手法 を 利用 し た 静圧気体 ス ラ ス ト 軸受 の特性改善 に 関 す る 研究
槻 健 次
円板形静圧気体ス ラ ス ト 軸受 に お い て ， 軸受状態量 と し て 考 え ら れ る 軸変動， 荷重変動， ポ ケ ッ ト
圧 力 変動 を 帰還 し て 軸受の軸変動特性 の 改善 を 試み る 。 線形化 し た 基礎方程式， ブ ロ ッ ク 線図 を導 き 、
軸変動特性 お よ び演算要素係数 と 軸受安定範囲 の 関係 か ら 三つの 方法の優劣 を 検討 し た 。 そ の 結果，
荷重変動型が最 も 優れ軸変動 を 零 と す る こ と が で き る 。 ま た ， 軸変動帰還 型 は 著 し く 良好 と な る 。 し
か し ポ ケ ッ ト 圧力 帰還型 は 安定範囲 が狭 〈 実用 に は さ ら に 工夫 を 要す る こ と が明 ら か と な っ た 。
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制御静圧気体 ス ラ ス ト 軸受 の等価剛性 と 等価減衰係数 に 関 す る 研究
瀬 川 智 哉
可変絞 り を 有す る ポケ ッ ト 付 き 円 板形静圧気体ス ラ ス ト 軸受 に お い て ， 軸 変動 を 絞 り に 帰還す る 自
動制御型軸受の軸変動特性 を 改善す る こ と を 試み る 。 比例， 微分， 積分演算器 を 帰還要素 に 使 っ た場
合， レ イ ノ ル ズ方程式 に 圧 力 摂動法 を 用 い て 軸受す き ま の圧 力 分布 を 計算 し ， 等価 剛性， 等価減衰係
数， 等f面積分係数 を 計算す る 。 こ れ ら を 使 っ て 周 期的荷重変動 に 対す る 軸変動 を 計算 し 実験 に よ っ て
検証す る 。 そ の結果， 計算法が妥当 であ り ， 軸受改善法が有効 であ る こ と が明 ら か に な っ た 。
V 形 8 気筒機関の起振 モ ー メ ン ト に 関 す る 研究
冨 成 敬 史
V 形機関 に 発生す る 起振カ や 起振 モ ー メ ン ト の解析 に お い て ， こ れ ま での よ う に あ ら か じ めパ ン ク
角 を 設定 し て 解析 を 行 う 方法では な し 最初 に 機関 の ク ラ ン ク の配列 を 設定 し て か ら ， そ の機 関 に 最
適 な パ ン ク 角 を 決定す る 解析方 法に つ い て 詳細 に 検討 し た 。 そ の結果 に 基づ き ， V 形 8 気 筒機関 の起
振 モ ー メ ン ト に つ い て ， 動 力 学 的 な 解析 を 行い ， こ れ ま で知 ら れ て い な か っ た い く つ か の 新 た な パ ン
ク 角 ( 53" ， 31' な ど ) の 存在 を 明 ら か に し た 。
等高歯ハイ ポ イ ド ギ ヤ に 関 す る 研究
野 村 和 弘
現在， 自 動車用 ハ イ ポ イ ド ギヤ の 量産 に 関 し て は， 勾 配歯成形歯切 り が主流 を な し て い る 。 本論文
で は ， 勾 配歯 に 比較 し て 多 く の 利 点 を も っ と 言 わ れ る 等高歯 を ， 閉 じ 成形法に よ っ て 歯切 り す る 方法
に つ い て 考察 し ， 等高歯 の 歯 当 た り パ タ ー ン に つ い て 詳細 な 検討 を 行 っ た 。 そ の 結果， 等高歯 の 歯 当
た り パ タ ー ン は ， バ イ ア ス イ ン 傾向 に あ り ， カ ッ タ 径の影響 を 大 き く 受け る こ と がわ か っ た 。 そ の 反
面， 歯切 り ピ ッ チ 円錐や創 成軸角 に よ る 歯 当 た り 修整が難 し い こ と がわ か っ た 。
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過共品 Aト 1 7 %Si 合金 T6 材の 穴 明 け 特性 に及ぼす各種 ド リ ルの影響 に 関 す る 研究
孫 繋 明
本研究では ， 高速度鋼 ド リ ルお よ び超硬合金上へ Ti-C-N ま た は ダ イ ヤ モ ン ド を 被覆 し た ド リ ル を
用 い て ， 過共品 Al-Si 合金の 穴 明 け 加工 を 行い ， ド リ ル形状， ド リ ル切 刃 の摩耗量， 穴 明 け 抵抗等 を
調べ， 各種 ド リ ルの性能 に つ い て ， 比較 を 行 っ た 。 そ の結果， Ti-C-N 被覆 ド リ ルの工具寿命は 高 速
度鋼の50倍以上であ っ た 。 ダ イ ヤ モ ン ド 被覆 ド リ ル を 用 い 湿式加工 を 行 う 場合， 他の工具に 比べ， 摩
耗量は 非常 に 小 さ く ， 非 常 に 安定 し た 穴 明 け 特性 を 示 し た 。
水溶液の加熱冷却 に よ る 二重拡散対流の発生 と 崩壊
茨 木 源 臣
二重拡散対流は 熱浮力 と 濃度浮力 が共存す る と き に 発生す る 自 然対流であ り ， 特徴の l つ に 水平セ
ル群の形成が あ る 。 し か し ， そ の 詳細に つ い て は 十分 に 把握 さ れて は い な い 。 そ こ で， 2 層 の 濃度成
層 を 加 熱冷却 し た と き の 二重拡散対流 を 対象 に 実験， 数値計算か ら 検討 し た 。 実験 と 数値計算 の一致
は 良 好で、あ り ， 実験 に よ る 温度場， 流れ場， 数値計算 に よ る 濃度場， 密度場か ら 二重拡散対流の挙動，
界面構造， 界面付近 での移動現象に つ い て 明 ら か に な っ た 。
含水粘土層 の電気浸透脱水特性
岩 瀬 義 孝
蛙 目 粘土 と 長石 の 混合層 お よ び蛙 目 粘土 と 酸化チ タ ン 顔料の 混合層 を 試料粘土層 と し て ， そ の電気
浸透脱水現象の追求 に 必要 な ， 層 の脱水収縮特性 お よ びオ ス モ テ ィ ッ ク 吸 引 力 の測定 を 行 っ た 。 測定
結果 を 比較的単純な粒子 混合モ デルに 基づい て 整理 し ， そ れ ら の特性 を 粒子混合分率 と 含水率の 関数
と し て 表す 実験式 を 得 た 。 ま た ， 含水粘 土層 の電気浸透脱水実験 を 行い ， そ の過程に お け る 層 内 水分
移動機構お よ び所要の電力 量 を 検討 し た 。
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種 々 の乱流促進体の設置条件 に よ る 伝熱促進評価
大 橋 勲
熱交換器の 熱負荷の増大 に 伴 い伝熱促進 に 関す る 研究は重要視 さ れて き て い る 。 そ こ で本研究 は伝
熱促進の手段 の一つ であ る 伝熱壁面上へ の 乱流促進体設置 に 関 し て ， 最 も 高 い 伝熱促進性能が得 ら れ
る 最適設置条件 を 決定 で き 得 る 指針の検討 を 目 的 と し た 。 促進効果の増減 に 寄与す る 流れは促進体下
の 流れ であ る こ と が判 明 し た 。 そ の 結果 を 基 に 指針 と し て 境膜厚 さ 基準 の無次元促進体位置 を 考案 し
検討 し た 結果， 促進効果 と の 強 い 相関が得 ら れ た 。
微生物細胞の破砕 に 関 す る 基礎的検討
岡 田 心 -
本論文は ， 微生物細 胞 の破砕 に 関 す る 基礎的検討 と し て ， 湿式媒体撹梓型破砕装置 に よ る パ ン 酵母
の 回分破砕 に お け る 酵母 内 蛋 白 質 と 酵素 の 放 出 量， 放 出 速度お よ び選択的放 出性 な ど に 及 ほす諸操作
条件の影響 を 実験的 に 明 ら か に し て ， 蛋 白 質の放 出過程 を 解明 し た も の であ る 。 さ ら に ， 放 出 蛋 白 質
の バ イ オ ゲル に よ る 吸着特性 を 調べ て ， そ の 吸着機構 を 蛋 白 質の構成成分 であ る ア ミ ノ 酸 の 平衡関係
と ゲルの解離平衡か ら 定性的に 示 し た 。
温度刺激応答性酵素の調製 と そ の利用
岡 部 雅 啓
不均一相 に お け る 酵素反応 を 効率 よ く 行 い ， 生成物 と の分離が容易 に 行 え る 固 定化酵素 を 開発す る
こ と を 目 的 と し て ， 温度 の わ ず か な 刺 激 に よ り 溶解性が調節 で き る 固 定化酵素 を 調製 し ， そ の性質 と
利 用 法 に つ い て検討 し た 。 そ の 結果， 可溶状態 か ら 不溶状態へ変化す る 温度が320C と 400C であ る 二種
類 の 固 定化サーモ リ シ ン を 調 製す る こ と がで き た 。 ま た ， 本 固 定化酵素 は ， カ ゼ イ ン か ら の ア ミ ノ 酸
生産 に 繰 り 返 し 利用 す る こ と がで き た 。
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有 限要素法 に よ る 乱流促進体 ま わ り の流動解析
川 面 昌 弘
本研究は こ れ ま で実験的 に 捉 え て き た 乱流促進体聞の 流れ挙動 を 有限要素法 を 用 い た 数値解析 に よ
り 理論的 に 捉 え る こ と を 試み， 定性的 に 実験 と 一致 し た 結果 を 得 た 。 計算 に は ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を
用 い ， パ ソ コ ン で解 い た 結果 よ り も よ り 詳細 に 流れ挙動 を 定性 的 に 再現す る こ と がで き ， 実験の場合
と 同様 な 手法 で， 計算結果か ら 促進体設置 流路の 壁面近傍 に お け る 詳細 な 流れ の挙動 を 捉 え る こ と が
で き た 。
遠心流体 中 の傾斜平板上 に お け る 微細粒子群の形状分離特性
田 中 稲 城
微細粒子群 の形状分離は 素材 の 高 品質化 を 計 る 手段 と し て重要でF あ る 。 本報 で は ， 大気 中 に お い て
付着性 を 有す る 微細粒子群が， 液 中 に お い て 付着性が低下す る こ と に 着 目 し ， 重 力 と 遠心 力 と が同程
度 に 作用 す る 静止液体 中 に 設置 さ れ た 傾斜平板上 で， 粒径約 50μm の異形粒子群の形状分離 を 試み た 。
そ の結果， 異形粒子 聞 の 転が り 特性 の 差異 を 利用 し た 微細粒子 の形状分離が液中 に お い て 可能であ る
こ と を 確か め た 。 ( 第31 回 粉体に 関す る 討論会， ( 1993年10 月 ， 神戸 ) に て 発表 )
ド ラ フ ト チ ュ ー プ付 き 気泡塔の装置特性 に 関 す る 研究
平 野 浩 人
気 泡塔内 に 4 種類 の 孔径の 異 な る 多孔板 を 取付け た 短 い ド ラ フ ト チ ュ ー ヲ ( 内 円 筒 ) を 複数段 設け
た 場合 の ガス ホ ー ル ド ア ッ プ E t と 物質移動容量係数 KLa の装置特性 に つ い て 実験的 に 検討 し た 。 孔
径が小 さ く ， 多孔板付 き 内 円 簡 を 複数段設け た 場合， 気泡の細分化お よ び液循環流に よ る 効果が h お
よ び KLa を 顕著 に 増加 さ せ る こ と を 認め た 。 ま た ， E t の 関数 と す る KLa の 二つ の流動域に お け る 相
関 式 を 得 た 。
- 147 ー
複合微細造粒粒子設計 と 連続生成 プ ロ セ ス の 開 発
堀 上 憲 生
最近 ， 超微粒子 を 含む 微粉末 の生成法が開発 さ れ， 微粉末の微細 造粒化， 複合造粒化 に 対す る 関心
が高 ま り つ つ あ る 。 本研究室 で は ， 単 一 回 転 円 錐型容器 を 用 い た 造粒 と 粉砕 と 分粒 と の 同 時操作 に よ
る 微細造粒粒子の連続生 成 に つ い て 検討 し て き た 。 そ こ で， 本修論て、は ， 同 プ ロ セ ス を 用 い て CaC03
粉末 と SiC 粉末の 2 成分 系 に よ る 復合微細造粒粒子 の連続生成 を 試み ， 得 ら れ た 複合造粒粒子特性 を
検討 し こ れ を 評価 し た 。 さ ら に ， こ れ に 及 ぼ す 造粒条件の影響に つ い て 検討 し た 。 ( 化学工学会富 山
大会 ( 1993年 7 月 ， 富 山 ) に て 発表 )
2 成分溶媒 を 含 む 高 分子溶液の 乾燥特性
道 場 研
高分子溶液の 塗布 ・ 乾燥 に よ り 薄 膜 を 製造す る 場合， 溶媒の移動 が製 品 品 質 等 に 少 な か ら ぬ影響 を
及 ぼす 。 し か し ， 多成分か ら な る た め に 液 内 の 移動現象が復雑 で あ り ， 充分 な研究は な さ れて い な い 。
そ こ で， 多 成分溶液の乾燥特性 を 解明す る た め ， 試料 と し て Ethylbenzene-Toluene-Polystyrene 溶液
を 用 い て 乾燥実験 を 行い ， 乾燥条件が乾燥速度等 に 及 ぼす影響に つ い て 検討 し た 。 ま た ， 乾燥 モ デル
を 構築 し 数値計算結果か ら 乾燥特性 に つ い て 検討 し た 。
2 成分溶液 を含 む非吸着性粒状材料層 の乾燥機構
矢 部 卓 志
食 品 ， 薬剤 な ど 様 々 な 工業製 品 の 製造 プ ロ セ ス の最終段階 と し て 用 い ら れ て い る 多 成分系 乾燥操作
に お い て ， そ の 乾燥機構 を 解明 す る こ と は ， 様々 な 機能的乾燥技術 を 開 発す る う え で不可 欠 であ る 。
本研 究では ， 多 成分乾燥の 乾燥機構解 明 の 基礎 と し て ， イ ソ ブ ロ ピ ル ア ル コ ー ル水溶液 を 含む砂層
の 熱風乾燥実験 を 行 な い ， 乾燥速度， 材 料温度分布 お よ び質量濃度分布 を 測定 し ， 境膜 お よ び 材料内
に お け る 物質移動機構 を 解 明 し た 。
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同体摩擦法 に よ る 石灰石 と セ ツ コ ウ の温度上昇 お よ びメ カ ノ ケ ミ カ ル変化
吉 田 充
本論文は ， 同体摩擦法 に よ る 石灰石 と セ ツ コ ウ の 温度上昇 お よ び そ の分布 を 二次元定常 ・ 非定常熱
伝 導 に 基づい て 理論的 に 解析 し ， こ れ を 実験的 に 検証す る と と も に ， 生成粉体 に は 結晶転移や格子ひ
ず み な ど の メ カ ノ ケ ミ カ ル変化が生 じ て い る こ と を 示差熱分析 と X 線回 折か ら 解明 し た も の であ る 。
さ ら に ， メ カ ノ ケ ミ カ ル反応熱 を 考慮 し た 温度上昇に つ い て 理論解析 を 行 っ て ， こ の解析解が実測値
を ほ ぼ満足的 に 説明 し て い る こ と を 示 し た 。
微粉末の微細造粒化 と そ の流動特性
-粉粒体の流動性 に及ぽす そ の形状効果一
任 伶 伶
本報 では ， 単一 回転 円錐型容器 を 用 い た 造粒 と 粉砕 と 分粒 と の 同 時操作に 微細造粒粒子の生成 と 造
粒条件 と の 関係， お よ び造粒粒子 の 形状特性 と そ の 流動特性 と の 関係 に つ い て 検討 し た 。 そ の結果，
粒子 の 流動特性 は 粒子 の 形状 に 大 き く 支 配 さ れ， 円 形度， 平滑度が大 き い ほ どす な わ ち ， 本報 に て 定
義 し た 形状指数 ( 円 形度， 平滑度 ) が1 . 0 に 近 い 粒子 ほ ど粒子 の 流動性が高 い こ と が得 ら れ た 。 ま た ，
同操作 に よ る 流動性 の 高 い 微細球状造粒粒子の 設計指針が得 ら れ た 。 ( 化学工学会 富 山 大会 ( 1993年
7 月 ， 富 山 ) に て 一部発表)
〔電子工学専攻〕
M BE に よ る Bi ， Sr， Ca， Cu 系超伝導薄膜の作製
岩 嶋 建 治
MBE に よ る 同 時蒸着法 を 用 い ， Bi2Sη CuOx 薄 膜 を MgO ( OO1 ) 単結晶 基板上に 作製 し た 。 膜の結品
性， 平坦性 を 改善す る た め に ， 蒸着源の シ ャ ッ タ ー制 御 に よ り イ ン タ ーパル を 設け， ま た 基板の シ ャ
ッ タ ー制御 に よ り イ ン タ ーパル時の酸素分圧 を 下 げた 。
RHEED 観察， 及 び AFM 観察 の 結果 よ り ， イ ン タ ーパル を 設け ， 酸素分圧 を 下 げ る こ と に よ る 膜
の 結晶性， 平坦性 の 改善が確認 さ れ た 。
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機能性 LB 膜の作製 と そ の物性
片 岡 昭 郎
LB 膜 に は 有機分子 の 高 度 な 配向性があ る こ と か ら 電子テ*パ イ ス へ の 応 用 研究が行 わ れ て い る 。 本
研究では TCNQ の長鎖ア ル キ ル誘導体の LB 膜 を 作製 し ， そ の 累 積性 に つ い て検討 し た 。 膜質 を 累積
比， X 線回折， 容 量ìQIJ定 に よ り 評価 し ， AFM に よ る LB 膜表面 の 観察 と の 比較検討 を 行 っ た 。 AFM
観察 よ り 得 ら れた 像 と 容量測定等の従来の評価法に よ り 得 ら れ た 結果 と は 一致せず ， 膜 は 平坦性に は
欠 け る が C1 5TCNQ の 層 構造 が得 ら れ る 程度 の 膜状 態 で あ る こ と が わ か っ た 。
強誘電性液晶 に よ る 光偏 波面制御
倉 林 裕 之
ス メ ク チ ッ ク 液晶 の光通信用偏波面制御， 及 び、光変調素子への応用 に つ い て 検討 し た 。 光偏波面制
御素子 では旋光角 は コ ー ン 角 の 2 倍 と な る こ と を 示 し ， コ ー ン 角 が88' の 強誘電性液晶 に よ り 約 180' の
旋光角 を 得た 。 光変調素 子 と し て は 電傾効 果 を 利 用 す る こ と で， 遮 断 周 波数 1 . 3MHz を 得 る と と も
に ， フ ル カ ラ ー画像信号伝送 を 実現 し た 。
M B E 成長 (Si 1 2GeJp/Si{001 ) 超格子の成長温度依存性
志 摩 英 樹
12層 の Si と 4 層 の Ge か ら な る SiGe 超格子 ( 繰 り 返 し 周 期 ρ = 10 � 20 ) を 300 � 600' C の 基板温度
で分子線エ ピ タ キ シ 一 成長 さ せ， 反射高速電子 回折， X 線回 折， 透過型電子顕微鏡， フ ォ ト ル ミ ネ ッ
セ ン ス ， ラ マ ン散乱 を 用 い て ， 超格子 の 成長 及 び界面 の 評価 を 行 っ た 。 そ の 結果， 全て の 成長 温度で
ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長す る こ と がわ か っ た 。 ま た ， 作製 し た 超格子が， 設計に 近 い 周 期構造 を 持
つ こ と を 明 ら か に し た 。 但 し ， 600'C 成長 の場合に は ， 界面での混晶化が顕著 な こ と を 見 い だ し た 。
nu p円υ唱EA
液晶の分子構造 と 物性定数 に 関 す る 研究
西 哲 夫
デ ィ ス プ レ イ 用 ネ マ チ ッ ク 液晶材料 と し て 実用視 き れて い る フ ッ 素置 換基 を 有す る フ ェ ニ ル ビ シ ク
ロ ヘ キ サ ン ， 及 び シ ク ロ ヘ キ シ ル ビ フ ェ ニ ル化合物に つ い て ， し き い 電圧， 誘電率異方性， 弾性定数
の 温度依存性 を 測 定 し 分子構造 と の 関係 を 考察 し た 。 そ の結果， メ タ ， パ ラ 両位置 に フ ッ 素置換基 を
有す る 材料は し き い 電圧， 及 び そ の 温度依存性が小 さ し 単 ア ル キ ル鎖化， ビ フ ェ ニ ル化 に よ り 一層
改善 き れ る こ と を 明 ら か に し た 。
Bi 系酸化物超伝導薄膜の M BE 成長 と AFM 観察
西 川 実
MgO ( OOl ) 及 び SrTi03 ( 001 ) 基板上 に ， 酸化源 と し て ラ ジ カ ル酸素 を 使用 し た 分子線エ ピ タ キ シ ー
装置 を 用 い て ， Bi2Sr2Ca1CU20X 薄 膜 を ， 逐次蒸着法 を 用 い て 作製 し た J 基板の 表面構造 と 平坦性 を
原子間 カ 顕微鏡 ( AFM ) と 反射高速電子線回折 ( RHEED ) に よ っ て評価 し ， 作製 し た 薄 膜 の表面構
造 と 化学組成 を ， AFM， RHEED， X 線光電子分光に よ っ て 評価 し た 。 さ ら に 作製 し た 薄 膜 の 表面組
き や表面構造 に 対 し て ， バ ッ フ ァ 層 の効果 を 明 ら か に し た 。
特徴抽 出 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト と ベ ク ト ル量子化法を 用 い た 手書 き 文字の認識実験
二 宮 孝 之
我々 は 文字の局所的な 方 向 成分 を 階層 型 ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 用 い て 抽 出 し ( 特徴抽 出 部 ) ， 
そ れ を ベ ク ト ル量子化法 を 用 い て 分類 し ( 量子化部 ) ， そ の 結果 よ り 求め た 確率辞書 を も と に ベ イ ズ
の 決定法に よ り 認識 を 行 う ( 認識部 ) と い う 文字認識方式 を 考案 し た 。 こ の 方 式 に 対 し て 手書 き 文字
を 用 い て 認識実験 を 行 っ た 。 そ の結果， 特徴抽 出部は 認識率向上に 有効 で あ る こ と が実証 さ れ， 学習
文字 に つ い て は 100%， 未学習文字 に つ い て は 88 . 4% の 認識率 を 得 る こ と がで き た 。
TA F町υ
オ ブジ ェ ク ト 指向 と 状態遷移モ デル に基づ く
シ ー ケ ン ス 制御用 言語の シ ミ ュ レ ー タ の作成
j賓 谷 雅 広
我 々 の研究室 で は ， オ ブジ ェ ク ト 指向 と 状態遷移 モ デルに 基づ く シ ー ケ ン ス制御用 言語 を 研究 し て
い る 。 そ の 一環 と し て ， そ の 言語での プ ロ グ ラ ミ ン グ環境 を 整備す る た め の ツー ル類 を 作成 し て お り ，
そ れ ら を 統合 し た も のが プ ロ グ ラ ミ ン グ支援 シ ス テ ム と な る 。 そ の プ ロ グ ラ ミ ン グ支援 シ ス テ ム を ワ
ー ク ス テ ー シ ョ ン 上へ統合 し ， 文法 を 整備拡充 し ， さ ら に プ ロ グ ラ ム 動作確認 の た め の シ ミ ュ レ ー タ
を 作成 し た の で， 本論文 では そ れ ら に つ い て 述べ る 。
手書 き 文字認識の た め の 多重化辞書作成 に 関 す る 研究
早 川 祥 史
活字 を 対象 と し た 文字認識 シ ス テ ム の辞書は ， 通常 は 1 カ テ ゴ リ に つ き 1 つ の標準ノ f タ ー ン で構成
さ れて い る こ と が 多 い 。 し か し ， 手書 き の文字は 個 々 に 形が 異 な り 特徴 を 抽 出 し た 後 も 複雑 な分布 を
し て い る と 予想 さ れ る 。 こ の た め 1 カ テ ゴ リ に 複数の代表パ タ ー ン を 用 い て 認識 を す る 試み が さ れて
い る 。 本論文 では ， こ れ ま でに 提案 さ れ た 多重辞書の性能 を 比較す る と と も に 新 し い 多重辞書の作成
方法 を 考察 し た の で， こ の評価 も 行 っ た 。
反強誘電性の分子配列 と そ の電気光学特性
本 田 端
反強誘電性液品 を 表示素子 に 応用 す る 観点か ら 電気光学特性 に お け る コ ン ト ラ ス ト 比 の 改善 を 試み
た 。 片 側 の み ラ ビ ン グ処理 を 施 し た 片側 配向 セ ルに つ い て ， コ ン ト ラ ス ト 比 の 温度特性 を 測定 し た 結
果， 反 強誘電相の 温度範囲 で， 温度上昇 に 伴 い 配向状態が大 き く 変化す る こ と な く コ ン ト ラ ス ト 比が
向 上す る こ と が確認 さ れ た 。 X 線回 折結果 よ り ， セ ル 内部 での ブ ッ ク シ ェ ル フ 構造部の 比率増加 が コ
ン ト ラ ス ト 比向上の 原 因 であ る こ と が分か っ た 。
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網膜の色彩情報処理神経回 路 に 関 す る 研究
松 本 広 一
キ ン ギ ョ の 明順応状態 の in vivo 網 膜 を 用 い ， 網 膜 内 で行 わ れ て い る 色覚情報処理の基本 と な る 網
膜神経細胞の神経ネ ッ ト ワ ー ク を 解 明 す る た め の 実験 及 び考察 を 行 っ た 。 そ の 結果， 得 ら れ た デー タ
は こ れ ま でに 提案 き れて い る 神経ネ ッ ト ワ ー ク の 妥 当 性 を 支持す る も の であ っ た 。 ま た 明順応状態 で
の 細 胞 の 応 答絶対 時間遅れが， 今 ま でに 発表 さ れ た 暗順応状態 での値の半分以下 であ る こ と がわ か っ
た 。
Study of an electron- positron plasma with an electron beam 
by a 3 ・ D EM particle code 
越 太
Results from a 3-D EM particle simulations of an electron-positron plasma with an electron 
beam are presented. Beam instability dominates physical processes in the plasma with a non­
relativistic beam， while an kink mode is provoked in the plasma with a relativistic beam. 
Heating and acceleration mechanisms of paticles are elucidated in details. 
Si( 1 00) 基板上 への InSb 薄膜の成長 と 評価
鄭 廷 棟
超高真空装置 を 用 い ， In， Sb 源か ら ， Si ( lOO ) 基 板 に InSb 薄 膜 を 成 長 さ せ た 。 化 学 量 論 組 成 の
InSb 薄 膜 を 得 る た め に フ ラ ッ ク ス 比 と 基板温度 を 変化 き せ た ( 230'C ， 370'C ) 2 段階成長法 を 採用
し た 。 作製 し た 試料の 組成比， 結晶性， 電気的特性 を ， オ ー ジ ェ 電子分光法， X 線 回折， ホ ー ル測 定
に よ り 評価 を し た 。 成長 膜は 多結晶 で あ る が， 2 段階成長法に よ り ， 結品性が向上 し ， 高 い 移動度が
得 ら れ る こ と を 示 し た 。
qυ Fhd
